
学校探訪レポート 

〜先生はみんなのパーソナルトレーナー！一人一人に寄り添う授業の工夫見つけました〜 

校長 古閑 龍太郎 

 

子どもたち一人一人の豊かな感性を引き出し、表現や鑑賞の楽しさへと伴走する「パーソナルトレ

ーナー」としての先生方の姿を追う本企画。今回は、1 年４組で行われた村上陽香先生の美術科の授業

（題材名：「点で描く」）を参観しました。「描き方がもたらす効果を考えよう」というめあてのもと、

グループワークを通じた活発な対話から鑑賞の目を深めていく、工夫に満ちた授業の様子をお届けしま

す！   

◆ 全員が主役になる役割設定と、主体的な対話を引き出す工夫 

村上先生の授業で特に印象的だったのは、

生徒全員が目的意識を持って意欲的に参加でき

るよう緻密に設計されたグループワークの仕掛

けです。話し合いにあたり、司会・進行、書

記、時計、発表者、検索など、一人一人に明確

な役割があらかじめ設定されていました。こ

れにより、誰もが責任と自信を持ってグループ

に貢献し、活発な意見交換が自然と生まれる

環境が整えられていました。 

また、端末の活用状況に合わせた役割の工

夫など、手持ち無沙汰になる生徒を出さない細

やかな配慮がなされており、全員が対話の中

心となって協働的に学びを深めていく姿が見事でした。  

 ◆ 疑問を探究するプロセスが生む「深い見方」と表現への高まり 

授業では、スーラの点描画作品を手がかりに、個人の気づきや疑問をグループで持ち寄る活動が行

われました。単に感想を述べるだけでなく、気になった点を端末で検索して調べたり、自分たちなり

に理由や効果を予想して結論を導き出したりと、探究的な鑑賞が展開されていました。 

村上先生は各グループを巡回しながら、思考が行き詰まりそうな班へは絶妙な問いかけで話題のヒ

ントを提示。他者の多様な見方や感じ方に触れさせることで「描き方がもたらす効果」への理解を深

めさせ、次時以降の表現活動（制作）に対する意欲を自然と高めていく指導は、まさに生徒の感性を

耕す専属トレーナーそのものでした。  

 ◆ おわりに 

一人一人の役割を明確にしたグループワークと丁寧な問いかけによって、生徒たちの対話と探究の深

まりを優しく支えてくださった村上先生。作品の美しさや表現の工夫に自ら気づく喜びを授けてくだ

さる日々の熱心な授業づくりに、心から感謝いたします。いつも本当にありがとうございます！   


